
 

 

平成３０年度 事業計画書 

Ⅰ．はじめに 

 

２０１７年、国内最大のスポーツの祭典である国民体育大会が、愛媛県において

開催されました。正式種目としてフェンシング、空手道、ラグビーフットボール少

年男子、軟式野球、公開種目では綱引、デモンストレーションスポーツとしてエア

ロビックの計６種目が開催された四国中央市では、選手・監督・関係者・応援等を

含め、総勢３万人以上の方が来場し、各会場は大いに盛り上がりを見せました。天

皇杯皇后杯ともに 2 位という素晴らしい結果を残した愛媛県選手団の活躍はもち

ろん、数多くのスタッフによる運営、地元住民による応援など、県民の力が合わさ

って成し遂げられた愛媛国体を間近で体感でき、当協会にとっても貴重な経験と

なりました。 

また、２０１８年２月には、平昌オリンピックが韓国で開催され、日本選手団は

冬季オリンピック過去最高となる１３個ものメダルを獲得しました。羽生選手は

男子フィギュアスケートで 66 年ぶりのオリンピック連覇を果たし、宇野選手と

併せての同種目ダブル表彰台は史上初の偉業となりました。また、スピードスケー

ト女子500ｍの金メダリストとなった小平選手が、レース後に見せたライバル選

手への配慮とそのスポーツマンシップ。いかなる場面でも笑顔を絶やさずチーム

ワークと粘り強さで銅メダルを獲得した女子カーリング選手の姿。また、悔しい結

果に終わった選手達の姿も、私達国民に感動や勇気を与えてくれるものでした。 

このように、スポーツを「する」「見る」「支える」様々な形で味わった方々が、

そこで成功や失敗を経験し、様々な感情を抱き、その思いを後の行動に生かしてい

くという循環は、地域の活性化や国民の生活を豊かにすることにつながるのであ

ろうと感じます。四国中央市でも、大勢の方が何らかの形でスポーツに触れ、これ

までに無いような感情に出会い、その一つ一つが今後の四国中央市活性化につな

がっていくことと願っています。 

当協会は、こうしたスポーツの力を主体的かつ健全に活用し、青少年の健全育

成、地域における連帯感の醸成、医療費の削減、他市や他県との友好などを目標に、

積極的に事業運営、施設管理を行っていきます。また、国体を一過性のイベントに

することなく、終了後も「この施設において、あの熱戦が繰り広げられた」という

証しを引き継いでいけるよう、施設を有効活用した事業等に取り組んでいきます。 

 

 

 



 

 

Ⅱ．基本方針 

 

 （公財）四国中央市体育協会は、「スポーツの健全な普及発展を図り、市民の

体力向上に努め、市内の体育施設をスポーツの拠点と位置づけ、管理運営し、も

ってスポーツの振興に寄与すること」を目的に設立された公益法人です。 

当協会の特徴は、競技団体をはじめとした４５の加盟団体や事務局を置いてい

るスポーツ少年団及びスポーツ指導者協議会、またスポーツ推進委員協議会との

連携を円滑に行うことができることであり、このことから効果的な大会誘致、開

催が可能となります。 

また、（公財）日本体育施設協会公認の上級体育施設管理士や健康運動指導士

を始めとした各種の資格をもった職員がおり、この人材資源を活用し、市民の健

康・スポーツの普及・振興を推進します。 

更に、四国中央市その他関係機関・団体等と連携し、競技力の向上、生涯スポ

ーツの振興、市民の健康増進のための各種事業の行います。 

加えて、指定管理者制度に基づき、平成１６年度から平成２０年度までは伊予

三島運動公園施設、平成２１年度から２３年度は伊予三島運動公園施設と土居地

域体育施設、平成２４年度から現在にかけては伊予三島運動公園施設とスカイフ

ィールド富郷、川之江地域体育施設、やまじ風公園多目的グラウンドを、利用者

のニーズに対応し適切に管理運営を行ってきた実績があります。これらの施設が

今まで以上に、市民にとって居心地の良い施設となるよう管理運営を行っていき

ます。 

また平成２６年度からは、利用料金制を取り入れ、指定管理者として適正な公

益運営を行ってきました。引き続き、スポーツ施設の管理運営と施設を十分活用

したスポーツ振興を一連の業務として取り組み、市民の利便性向上に努めます。 

 

 

 



 

 

Ⅲ．今年度の重点努力目標 

 

１． 各種委員会等で事業の検証を行い、加盟団体やその他関係機関・団体と協

働し迅速・柔軟な対応を行うことで、地域に根ざした魅力的な事業を展開す

る。 

 １）各種イベント・大会等事業の検証を行い、参加しやすいものとすることで

市民の交流を図る。 

 ２）スポーツ教室を継続して実施し、多くの市民に親しんでいただく。 

 ３）教育委員会や学校と連携し、子どもたちの体力向上や心身の健康につなが 

るイベントを実施する。 

４）障がい者団体との連携により、障がい者スポーツの推進を図る。 

 ５）各種目団体等に対してヒヤリングを実施し、その実態を把握した上で積極 

的に援助・育成をする。 

 ６）ホームページや広報誌を充実させ、新鮮な健康・スポーツの情報を発信する

とともに、当協会及び加盟団体、スポーツ少年団のＰＲを積極的に行う。 

 

２． 「利用者の安全」を最優先に考え、日々の巡回等をはじめ施設の維持管理

を徹底し、管理施設が市民にとって安心して気持ちよく利用できる憩いの場

となるよう努める。 

 １）職員で分担し、巡回業務を徹底、記録する。 

 ２）日々の巡回業務に加え、３ヶ月に１回備品チェックを行い、修繕等必要な 

場合は速やかに対応する。 

 ３）利用者が快適に過ごすことができ利用率アップにもつながるよう、清潔感

のある施設を保つ。 

 

３． 市内体育施設の一括管理及び利用料金制の導入５年目を迎え、増大する業

務に対して利用サービスを低下させることなく、更なる効率的な経営改善と

事務事業及び業務分担の見直しを行い組織体制の強化を図ることで、「公益

財団法人」としてより一層公益性・透明性を高める。 

 １）収入支出の徹底管理のもと経費削減を心がけ、スポーツ振興事業や施設管 

理等に還元していく。 

 ２）職員の業務分担を見直すとともに、定期的にミーティングを実施し、連携

協力して効率的に業務に取り組み個々の資質向上を図る。 

 



 

 

Ⅳ．スポーツ振興事業 

１．スポーツ大会等開催事業 

１）各種スポーツ大会開催事業 

地域に密着した魅力的なスポーツイベントを各関係団体と連携協力して実施

し、市民の心身の健康増進や体力の向上につなげ、交流を深める。 

 

表１．平成３０年度四国中央市スポーツ行事 

大 会 名 期  日 会  場 

四国中央市スポーツ少年団春季大会 ４月１日～５月２０日 市内社会体育施設 

スポーツ教室見学会 ４月１８日 運動公園体育館他 

歴史感じるゆっくりウォーク‘１８ ４月２５日 内子町周辺 

マンダリンパイレーツ公式戦 4 月 30 日・7月 30 日 浜公園川之江野球場 

高校野球招待試合（履正社・鳴門・川之江） ６月１７日 浜公園川之江野球場 

泳げない子の水泳教室 夏休み期間連続１０回 妻鳥小学校プール 

愛媛 FC 四国中央市マッチシティー 

「愛媛FC VS アルビレックス新潟」 
９月１日 ニンジニアスタジアム 

四国中央市スポーツ少年団秋季大会 ９月１６日 市内社会体育施設 

第１３回市民スポーツ祭 総合開会式 １０月７日 運動公園体育館他 

第１３回スポーツアドベンチャー 

          IN 四国中央市 
１１月３日 運動公園体育館他 

四国中央市スポーツ少年団 

伊予三島ライオンズクラブ旗大会 
１１月１１日 市内社会体育施設 

秋満喫健脚ウォーク’１８ １１月１３日 未 定 

第１５回四国中央市駅伝競走大会 １２月２日 川之江浜公園周辺 

第１４回四国中央市綱引大会 １２月１６日 土居総合体育館 

第３２回新春やまじっこマラソン大会 Ｈ３１年１月１３日 土居ふるさと広場周辺 

第１５回四国中央市小学生駅伝大会 Ｈ３１年２月３日 運動公園内 

四国中央市スポーツ少年団新人大会 H３１年３月３日 運動公園体育館他 



 

 

 

    

 

２）スポーツ教室等開催事業 

 市民に健康・スポーツについての情報や運動・スポーツを実施する場を提供

し、興味・関心を高めるきっかけをつくる。 

 

表２．平成３０年度スポーツ教室１期 

教 室 名 対 象 回 数 内   容 

月曜ストレッチ 一般 １３回 マット上で無理なくストレッチ。 

ママのための 

   シェイプアップ 
一般女性 １２回 

産後の気になる体を引き締める。 

子ども連れＯＫ。（託児なし） 

初心者テニスサークル 一般 １０回 
テニスを始めたい初心者向けのサー

クル。 

のんびりヨガ 一般 １６回 初心者向けのヨガ教室。 

ママのためのシェイプ 

アップ＆子ども教室 

未就学児(1

歳～)とママ 
１５回 

産後の気になる体を引き締める。 

子ども連れＯＫ。（託児あり） 

レベルアップヨガ 一般 １５回 
ある程度ヨガの経験があり、次の段階

に進みたい方向けのヨガ教室。 

金曜ストレッチ 一般 １４回 マット上で無理なくストレッチ。 

ボクサ＆フィットネス 一般 １４回 有酸素運動を中心に体を引き締める。 

金曜ヨガ 一般 １４回 筋力を使い体を引き締めるヨガ教室。 

出張運動プログラム   随時 
希望者からの要請により各場所に赴

き、プログラムを実施。 



 

 

３）スポーツ情報提供事業 

 ホームページを活用し、施設の紹介、イベント・スポーツ教室等当協会の活動

状況や各種関係団体の活動状況、その他スポーツに関する情報を発信する。 

また、年に一度広報誌「四国中央スポーツだより」を発行し、市民に対して健

康・スポーツに対する関心を高める機会を提供する。 

   

２．加盟団体等育成事業 

１）加盟団体等助成金交付事業 

 加盟団体の組織の充実と競技力向上のために行う各種事業等の活動に対し助成

を行う。また、市民の体力向上やスポーツ人口の底辺拡大を図ることを目的とし

加盟団体等に対し助成金を交付する。 

  （１）加盟団体等育成助成金の交付 

  （２）加盟団体等教室・大会助成金の交付 

２）全国大会等激励事業 

 当市における競技スポーツのレベルアップを図るため、各種世界・全国競技大

会参加者に対し助成金及び奨励費を交付する。 

  （１）全国大会参加助成金の交付 

  （２）世界大会参加助成金の交付 

  （３）ふれあいスポーツ大会参加奨励費の交付（予選会の少ない競技スポーツ

及びレクリエーション的スポーツの全国大会参加者に対し交付する。） 

  （４）国民体育大会参加奨励費の交付 

３）スポーツ指導者養成事業 

 当市のスポーツ指導者の資質向上を図るため、スポーツ活動の指導助言及び、

事業に対し協力、並びに助成・支援する。 

（１）公認スポーツ指導者の支援 

（２）スポーツ教室・講習会の実施 

（３）スポーツ指導者連絡会議・スポーツ普及対策会議への派遣 

４）青少年スポーツ育成事業 

 子どもたちに地域を基盤としたスポーツの場を提供し、計画的・継続的に実践

することにより、子どもたちの健全育成を図る。 

（１）スポーツ少年団の事務局をおき、市内大会を開催 

  （２）スポーツ少年団への加入促進活動 

  （３）スポーツ少年団の指導者の育成（研修会等の実施） 

 

３．表彰事業 

 スポーツ顕彰規定に基づきスポーツの振興に貢献した個人及び団体並びにスポ

ーツで優秀な成績を収めたものを永く顕彰するとともに、これを称揚する。 



 

 

 １）スポーツ賞  ２）ふれあいスポーツ賞 ３）スポーツ指導者賞 

 ４）体育功労賞  ５）スポーツ優秀賞   ６）体育特別表彰 

 

Ⅴ．スポーツ施設管理運営事業 

１．指定管理施設の管理運営 

  平成２９年度から平成３３年度までの５年間、指定管理者として下記施設を

管理運営する。また、利用者が安全・安心・快適に利用できる施設づくりは、

施設管理運営の中で最優先課題と位置づけ、管理運営を行う。 

１）指定管理施設 

（１）伊予三島運動公園（体育館、野球場、多目的グラウンド、テニスコート、

市民プール、相撲場、屋内練習場） 

（２）スカイフィールド富郷 

（３）川之江体育館 

（４）川之江浜公園（野球場、多目的広場、サブグラウンド、パークゴルフ場） 

（５）かわのえテニスセンター 

（６）川之江運動場、埋立グラウンド、東部グラウンド、向山公園グラウンド 

（７）やまじ風公園多目的グラウンド 

※太文字の施設については直営で管理を行う。 

２）リスクマネジメント 

  （１）施設の巡回 

    利用頻度が最も多い各体育館については１日１回巡回を実施し、施設や

器具等のチェックを行う。その他施設においても週に最低２回は巡回を実施

する。チェック内容は日誌等に記録する。 

  （２）器具点検 

    ３ヶ月に１回、施設の器具等の点検を実施し、必要があれば補修、購入

する。 

  （３）貼紙等での注意 

    即時補修、撤去できない危険な場所、物については、貼紙等で注意を呼

びかける。 

  （４）防災訓練の実施 

    １年に２回防災訓練を実施し、いざというときに備える。 

  （５）救命救急研修の実施 

    人命救助の場で落ち着いて適切な対応ができるよう、１年に１回研修を

実施する。 

  （６）危機管理マニュアルの徹底 



 

 

    「四国中央市公共体育施設危機管理マニュアル」を職員で確認し、緊急

時に適切に行動できるようシミュレーションする。 

３）施設設備の維持管理 

定期的に適切な保守・安全点検を実施し、利用者の安全確保及びコスト削 

減の観点からも施設設備の維持修繕を行う。 

４）清掃業務 

業者委託により実施するが気付いた点は職員で対応し業者へ指導を行う。 

５）施設運営 

   管理施設が公共施設であることに留意し、利用者が公平・平等に利用でき

るよう市の体育施設条例を遵守し運営する。 

  （１）受付・調整業務 

    指定管理施設の窓口、インターネット予約受付及び、学校等夜間照明施

設（体育館・グラウンド）に関する受付・調整業務を実施する。なお、毎

週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）は休館日のため受付業務は実施し

ない。 

  （２）年間優先予約及び減免措置 

    四国中央市及び体育協会、体育協会加盟団体、スポーツ少年団、市立学

校等の行事や試合に関しては、年間優先予約として次年度の利用を毎年度

末に調整し、申請に応じ減免措置を行う。 

  （３）お客様アンケートの実施 

    毎年１回のお客様アンケートを実施し、正確な利用者ニーズを把握し安

全に気持ちよく利用してもらえる施設運営を目指す。 

  （４）掲示物の整理 

    館内表示やポスター、チラシ等を、利用者に有効活用していただけるよ

う、また館内の雰囲気が良くなるよう心がける。 

  （５）自動販売機による飲料水等の販売 

    利用者の利便性向上のため、引き続き下記施設に自動販売機を設置し、

飲料水等の販売をする。 

   ・伊予三島運動公園 

   ・スカイフィールド富郷 

   ・川之江野球場 

   ・かわのえテニスセンター 

   ・やまじ風公園 

   ・伊予三島運動公園プール 

 

 



 

 

Ⅵ．法人管理 

１．組織及び人員体制 

 安心して快適に楽しく利用していただける施設管理運営を行っていくために、

職員の役割分担を明確にし、報告・連絡・相談を密に連携を図っていくことが求

められる。また、職員の専門スキルを上げるため必要な資格取得を目指し、職員

間でその知識を共有していくことで全体の能力アップを目指す。委員会等の機関

とも連携し、運営の改善に努める。 

 

１）当協会の組織図 
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評議員の推薦→

評議員の選任・解任

（定数40名以上）

評 議 員 会

監　事
（定数２名）

監査

(業務執行機関）
←

理　事　会

加盟団体
（４５団体）

名誉会長
(定数１０名以上～１７名以内）

顧問
会長

副会長

常務理事



 

 

２）事務局体制 

  当協会の事務局は事務局長、職員、無期契約職員、臨時職員の計１０名で構 

成されており、スポーツ振興係、総務係、施設管理係の３業務に大きく役割分 

担されています。 

 

表３．有資格者数（平成３０年３月３１日現在） 

一級建築士 １名 

上級体育施設管理士 １名 

体育施設運営士 １名 

体育施設管理士 １名 

芝草管理技術者３級 １名 

小型移動式クレーン運転技能講習 １名 

甲種防火管理者 ４名 

健康運動指導士 １名 

公認スポーツプログラマー １名 

初級障がい者スポーツ指導員 ２名 

トレーニング指導士 ２名 

ＪＡＣＯＴ認定「準指導員」 １名 

中学校一種保健体育教員免許状 ３名 

高等学校一種保健体育教員免許状 ４名 

日本陸上競技連盟 公認審判員 １名 

公認スポーツリーダー １名 

プール衛生管理者 ２名 

プール管理責任者 １名 

応急手当普及員 ２名 

救命救急講習 ８名 

 

 


